
 

 

 

 

北広島市 

地域公共交通網形成計画  

の振り返り 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北広島市 

令和4年(2022年)7月 
 

資料1 



 

1 
  

 

1 はじめに 

平成 30 年度(2018 年度)から令和 4 年度(2022 年度)までを計画期間とする

「北広島市地域公共交通網形成計画」では、本市を取り巻く現状と問題点・課

題を勘案し、「北広島市における社会情勢の変化への対応」、「北広島団地地区

における交通結節点や交流・商業施設をつなぐ利便性の高い運行形態の構築」、

「市内における生活環境の充実に資する地区間移動の支援」、「郊外部や市街化

区域に存在する交通空白・不便地域の存在」を考慮した基本理念とそれに関連

する具体的な基本方針を設定しました。 

また、基本方針に基づく24の施策を推進することで、市民が安心して暮ら

せる生活環境を支える持続可能な公共交通網の構築を目指してきました。 

  ここでは、計画策定から5年が経過する段階でこれまでの取組を振り返り、

令和 5 年度（2023 年度）からスタートする次期計画の方向性を検討する基礎

資料として活用することを目的としてまとめたものです。 

 

2 振り返り 

基本理念 

 

地区の特性に応じた生活交通を確保し、 

北広島市民が安心して暮らせる生活環境を支える 

  持続可能な公共交通網の構築 

 

基本方針 
 

基本方針① 
北広島団地地区内における生活交通を支援する新たな運行 

形態の構築 

基本方針② 市民ニーズに即した市内の地区間を結ぶ公共交通網の充実 

基本方針③ 交通空白・不便地域における新たな交通体系の導入 

基本方針④ 公共交通を利用しやすい環境づくり 

  

黄色塗りつぶし部分：協議会の意見により追記等した部分 
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施策(1) 
公共交通のニーズが高い第3住区、第4住区における利便性の

高い運行間隔・JRとの接続に配慮した運行ダイヤの見直し 

施策(2) 
高齢社会に対応した公共交通として利用しやすい運行ルートの

実現 

施策(3) 
移動目的（買い物・通院・交流施設等）に応じたアクセス交通

の改善による「おでかけ支援」 

取組内容 

「北広島団地線」の再編 

【取組内容】 

(1)  再編時期 令和元年10月1日 
(2)  名称 再編前「北広島団地線」 

再編後「さんぽまち・東部線」 

(3)  特徴  
ア 利用実態に合わせた、時間帯別の運行体系の導入 

 ➡日中時間帯を中心とした循環路線の導入 

 ・さんぽまち循環：再編前の中央通経由と緑陽通経由を 

          つないだ路線 

 ・東部循環：再編前の東部中学校の路線に総合体育館 

       美沢ＳＣ、広葉交流センターなどの商業施 

設・交流施設をつないだ路線 

➡パターンダイヤの導入 

 ・北広島駅発団地地区方面 02分、16分、27分、46分 

 ・北広島駅発東部中方面  26分、51分 

イ 210円均一運賃 

ウ 6か所のバス停を新設（緑陽中学校、中央商店街、広  

島公園(片側追加)、美沢SC、広葉町1丁目、広葉交流 

センター、 広葉町3丁目） 

 

  

基本方針① 北広島団地地区内における生活交通を支援す
る新たな運行形態の構築 
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結果 

・市民意識調査において、バスに対する総合評価について、満

足と回答した人の割合が団地地区においては20.4%（H29）→

30.6％（R3）、東部地区においては、24.2％（H29）→21.7％

（R3）となっている。 

・循環路線の導入により、市民意識調査において、バスの運行

情報のわかりやすさに不満を持つと回答した人の割合が44.9%

となっている。 

・さんぽまち・東部線【利用者数約1,100人/日】の次に掲げる

部分の利用者が低迷している。 

 →循環線の市役所より東部中学校側(40～50人/日) 

 →循環線の中央商店街～北広島高校(10～20人/日) 

 →循環線の美沢SC～広葉交流センター(10人以内/日) 

 →夕方以降のさんぽまち循環の駅行き利用者(5～15人/日) 
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施策(4) 
西の里地区から大曲地区への日中時間帯の買い物を支援するバ

ス路線について検証し、有効と判断される場合に実施 

取組内容 

西の里大曲線の実証運行 

【取組内容】 

(1)  運行期間 R2.1.10からR2.2.7 
（土日祝を除く平日20日間） 

(2)  運行区間 北広島西高校⇒上野幌駅⇒三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ 
       三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ⇒上野幌駅⇒西の里学校通 

(3)  運行時間  
【北広島西高校発】 9：30、11：45、14：15 

   【三井アウトレットパーク発】 11：00、13：30、15：20 

(4)  運賃 北広島西高校～上野幌駅   180円 
   北広島西高校～三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ  360円 

        上野幌駅～三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ   290円 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 
・全期間の利用者数は138名、1日の平均利用者数は6.9人と

低調であったため、本格運行はしないこととした。 

  

基本方針② 市民ニーズに即した市内の地区間を結ぶ公共
交通網の充実 
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施策(5) 
大曲地区・西部地区から上野幌駅への通勤を支援するピーク時

のバス路線を検証し、有効と判断される場合に実施 

取組内容 

北広島西高校スクール便を活用した運行の検討 

【取組内容】 

新札幌駅と上野幌駅におけるJRの運行頻度や他の公共交通へ

の接続などの利便性、新さっぽろ大曲線の利用状況等から、大

曲地区・西部地区から上野幌駅に接続するバス路線について

は、既存のスクール便を活用した運行を検討。 

 

■スクール便概要 

 運行区間 柏葉台団地⇒大曲⇒上
野幌⇒8：24北広島西高校着 

 一般客の乗降 可能 
 運賃 360円 
 

次の理由から、一般客の通勤での利

用に課題 

(1) 通勤時間とスクール便の運行

時間にずれがある。 

(2) 新さっぽろ大曲線（柏葉台団

地6：58、7：05発）と路線が重

複していることから、スクール便の活用によるバス利用者

全体の大幅な増加は見込めない。 

(3) 学生の利用でほぼ満車状態である。 

(4) 学校の休校等に合わせた、不定期の運行である。 

 

※新さっぽろ大曲線の通勤時間帯利用状況 

柏葉台団地6：58発、7：05発の2便のうち、北広島市内から新札幌

駅までの乗車人数 計88人/日（R3.10.14） 

 

結果 

・スクール便の活用は有効と判断できないため、一般客の利用

についての活用は、実施しないこととした。 

・新たな移動需要が発生した場合など、社会情勢の変化に応じ

て移動支援策を検討する。 
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施策(6) 

市内を循環できるバス路線同士の利便性向上策の検討（西の里

地区と大曲地区を接続する公共交通の実現や既存路線を活用し

た市域を循環する移動支援） 

取組内容 

西の里大曲線の実証運行 

【取組内容】 

・詳細は、施策(4)に記載のとおり。 

 

結果 
・施策(4)において、利用が低調であったため、本格運行はしな

いこととした。 

 

施策(7) 

大曲地区―西部地区間、北広島駅から大曲地区・西部地区まで

の夜間時間帯のバス路線を検証し、有効と判断される場合に既

存バス路線の見直しを含めた効率的支援策の実施 

取組内容 

広島線の運行時間繰り下げ実証運行 

【取組内容】 

(1)  運行期間 H30.12.3～ H31.2.1 

（土日祝・年末年始を除く毎日） 

(2)  運行路線 広島線（輪厚ゴルフ場経由） 

(3)  運行区間 北広島駅⇒輪厚ゴルフ場⇒大曲 

(4)  運行時刻 北広島駅  19:50発 

(5)  運賃 通常の広島線と同額（北広島駅⇒大曲で340円） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 
・全期間の利用者数は149名、1日平均3.8人と低調であった

ため、本格運行はしないこととした。 
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施策(8) 
北広島駅に接続する重複バス路線の再編、パターンダイヤ化な

どによる持続可能な公共交通サービスの検討・実施 

取組内容 

さんぽまち・東部線の路線再編に合わせたダイヤ調整 

【取組内容】 

・さんぽまち・東部線と広島線の重複している運行ダイヤを調

整 

・さんぽまち・東部線にパターンダイヤを導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 
・重複するダイヤの調整により、利便性が向上した。今後も継

続的に実施する。 

 

 

施策(9) 
JRの運行時刻とバス路線との乗継時間を考慮した接続性の高い

ダイヤを検討・実施 

取組内容 

JRのダイヤ改正に併せたバスダイヤの調整 

【取組内容】 

・夏冬におけるバスダイヤの改正に併せ、JRとの乗継時間を考

慮したダイヤに変更 

 

結果 

・北広島駅の JR-バス間のアクセス状況（5～15 分以内に乗継可

能な便数割合）は、84.0%（H29）→97.5％(R3)に向上した。今後

も継続的に実施する。 
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施策(10) 

西の里地区をはじめとする市街化区域内の交通空白・不便地域

における既存路線の活用や新たな交通サービスを検討し、有効

と判断された場合に実施 

取組内容 

新札幌西の里線の新設 

【取組内容】 

・利用実態を考慮し、令和2年4月1日から、新札幌駅と北広

島駅を結ぶ「北広島線」を再編し、新たに西の里地区と新札幌

駅を結ぶ「新札幌西の里線」を新設 

■「新札幌西の里線」概要 

・北広島西高校(新設)で折り返す循環路線 

・西の里～新札幌間は、1時間に1本程度運行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 

・西の里～新札幌間は、1日あたり2～4便の増便となった。 

・バス停新設により、西の里東の利便性が向上した。 

・新札幌西の里線の1日当たりの利用者は、200名前後であ

り、そのうち市内停留所の利用者は7～8割程度である。路線収

支としては、赤字が発生している状況である。 

 

  

基本方針③ 交通空白・不便地域における新たな交通体系
の導入 
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施策(11) 工業団地等への市内の通勤を支える公共交通網の調査・検討 

取組内容 

工業団地に立地する企業への聞き取り等による調査・検討 

【取組内容】 

・通勤状況について聞き取りの結果、通勤時間帯の分散や全体

の従業員数等から、バス利用の需要が見込めないことを把握 

・ICカード利用データから、現路線（美しが丘線 大曲工業団

地）の需要も少ないことを把握 

 

結果 
・自家用車や事業者の送迎バスにより、通勤の足が確保されて

いると判断し、実施しないこととした。 

 

施策(12) 

市街化調整区域における既存の交通手段（タクシー事業等）を

活用した運転免許非保有者等の高齢者に対するタクシー回数券

の配布など交通サービスの充実 

取組内容 

交通不便地域外出支援事業についての検討 

【取組内容】 

・市街化調整区域のうち、バス停から300m以上離れた場所に居

住する、車の運転ができない75歳以上の高齢者に対するタクシ

ー回数券の交付を検討 

 

結果 

・市街化調整区域における交通サービスの導入については、社

会情勢が変化した場合に検討することとし、現計画期間内で

は、実施しないこととした。 
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施策(13) 

小中学生を対象としたモビリティ・マネジメントの継続的な実

施及び子どもが利用しやすい環境づくりに資する新たな施策の

検討 

取組内容 

モビリティマネジメントの実施 

【取組内容】 

・将来の公共交通の利用者となる児童・生徒に対し、過度な車

社会から公共交通へ転換する意識を醸成すること、公共交通に

慣れ親しんでもらう機会を提供することで、バスの良さや魅力

を実際に体験し、今後の公共交通利用者の確保につなげること

を目的に、モビリティ・マネジメント学校授業を、市内小中学

校で実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 
・計4回のモビリティ・マネジメント実施により、小中学生が

バスに親しむ機会を創出した。 

基本方針④ 公共交通を利用しやすい環境づくり 

【カリキュラム】 

 １時限：講義（自動車の使用による環境面、健康面への影響など） 

【講師：北海学園大学工学部 鈴木聡士教授】 

 1 時限：バス乗車体験（乗車方法、乗車マナーなどについて） 

      【講師：北海道中央バス㈱、ジェイ・アール北海道バス㈱】 
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施策(14) 
小中学生によるバス車両のラッピングや車内での絵の掲示な

ど、子どもが愛着を持てる公共交通の実現 

取組内容 

「さんぽまち・東部線」への名称変更 

【取組内容】 

・平成29年度に地区の小中学校

や自治会の方の意見を取り入れ

て作られた「さんぽまち」の愛

称を、路線名に入れることで、

親しみやすい路線にするととも

に、東部地区にも運行している

ことがわかるようにするため

「東部」という文言を入れた。 

 

結果 
・名称変更により、子どもがバスに愛着を持つきっかけを創出

した。 

 

施策(15) イベント等と連携したノーマイカーデーの推進 

取組内容 

イベント実施に合わせたバス利用についての周知 

【取組内容】 

・ふれあい祭り、エコミュージアムセンターでの企画展等の実

施に合わせた、バスによるアクセス方法の周知 

・公共交通活性化協議会の会議への参加の際に、利用できる便

をお知らせし、バスの利用促進を図った。 

 

結果 
・イベント参加者や会議参加者へバス利用のきっかけを提供し

た。 
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施策(16) 
乗継割引や買い物割引など地域と協働による利用しやすい割引

制度の検討・導入 

取組内容 

買い物ガイドブックとの連携 

【取組内容】 

・買い物ガイドブックに市内の食料品店舗や宅配などの買い物

サービスの情報と併せて、店舗への移動手段として利用できる

公共交通機関の情報（公共交通マップ、各店舗の最寄りバス

停）を掲載し、公共交通と地域経済の連携による取り組みを実

施 

 

結果 

・市民が買い物で公共交通を利用するきっかけを提供した。 

・地域との協働・連携により、移動を活発化し、地域経済を活

性化させる、具体的な取組みには、至らなかった。 

 

施策(17) 

広報や町内会回覧などを活用したニューズレターの発行や既存

の資源の活用も含めた公共交通マップの作成など、公共交通に

係る情報発信の検討・実施 

取組内容 

公共交通便りの発行、さんぽまち・東部線マップ、市内公共交

通マップの作成 

【取組内容】 

・公共交通に関心を持ってもらい、利用促進につなげるため、

公共交通便り(15回発行)や各種マップの作成等により情報発信

を実施 
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結果 

・市民意識調査において、バスの運行情報のわかりやすさに不

満を持つと回答した人の割合が44.9%となっており、利用促進

に繋がる、わかりやすい情報発信に課題があった。 

 

施策(18) 公共交通に係る出前講座の開催など情報共有機会の創出 

取組内容 

市民説明会における乗車体験や出前講座の実施 

【取組内容】 

・さんぽまち・東部線の再編にあわせて市民を対象に、公共交

通を維持していくための上手な利用方法についての講座（3

回）や、北海道中央バスの実車を用いたバスの乗り方、バス乗

車時の注意事項など、バスの乗車体験を実施 

  
 

結果 
・計3回の講座の実施により、市民がバスに親しむ機会を創出

した。 

 

施策(19) 転入者・新規定住者の移動を支える支援制度の検討・導入 

取組内容 

路線再編の周知、転入者への周知等 

【取組内容】 

町内会回覧や広報で路線再編の周知を行ったほか、子育て世代

マイホーム購入サポート事業により団地地区に居住する方に対

して、時刻表を配布 

 

結果 

・バスの運行ルートのわかりやすさに不満を持つと回答した人

の割合が37.2%となっており、転入者・新規定住者に限らず、

利用促進に繋がる、ルートのわかりやすさに課題があった。 
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施策(20) 運転免許返納者へのバス運賃助成の継続実施 

取組内容 

運転免許返納者へのバス等利用助成券の交付 

【取組内容】 

・運転免許自主返納者に、バス及びタクシーの料金を助成 

R2実績 バス：申請98名、利用率87.4％ 

タクシー：申請241名、利用率89.2％ 

・令和2年4月15日から運転免許自主返納者を対象に、札幌圏

内の協力店舗において各種サービスを実施 

 

結果 

・令和2年度においては、バスが申請98名、利用率87.4％、

タクシーが申請241名、利用率89.2％であり、運転免許の自主

返納を促進し、高齢者の交通事故の抑制を進めた。 

 

施策(21) 

駅前広場内のバス停車位置・除排雪の配慮、道路空間の整備や

路上駐車の啓発など、バス運行の定時性や乗降環境の改善に向

けた移動円滑化方策の継続的な検討 

取組内容 

北広島駅西口のまちづくり 

【取組内容】 

・北海道ボールパークFビレッジへのアクセス機能整備と併せ

て、駅周辺エリアの魅力と価値を高めるような市有地の効果的

な活用、及び私有地を含めた一体的な土地利用・機能整備に向

けた検討、整備の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 
・バス運行の定時性や乗降環境の改善に向けた検討、整備を進

めている。 
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施策(22) 
バス停留所の上屋・ベンチ等の設置や既存施設の空きスペース

の利活用による待合拠点の形成や快適性向上策の検討 

取組内容 

バス待合所の改修等 

【取組内容】 

・H30～R2まで6か所のバス待合所の改築、補修等を実施 

 

結果 ・待合拠点の快適性が向上した。 

 

施策(23) 
バスロケーションシステムやデジタルサイネージの導入など、

バス路線利用者の快適性・利便性向上策の検討 

取組内容 

バスロケーションシステムの導入 

【取組内容】 

・バスの運行状況がリアルタイムでわかる中央バスの「中央バ

スナビ」、ジェイ・アール北海道バスの「バスロケーションシス

テム バスキタ!」の配信 

 

結果 ・バス路線利用者の快適性・利便性が向上した。 

 

施策(24) 

事業者による需要に応じたバスダイヤの変更、低床バス車両導

入の推進やICカードの普及啓発など、利便性向上策の継続的な

検討 

取組内容 

バスダイヤの変更等 

【取組内容】 

・需要に応じたバスダイヤの変更 

・バスの安全性や利便性についての情報発信 

・バス停の表示の更新や除雪 

・感染症の拡大防止のための換気のほか、椅子等の抗菌処理や

会話自粛依頼等の実施 

 

結果 
・バスダイヤの変更、感染拡大防止対策などにより、利便性が

維持された。 
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指標と目標値 

指標 現行値 目標値 実績値 

指標① 北広島団地線の利用者 
564,000人/年 

(平成28年度) 

564,000人/年 

（→維持） 

318,000人/年 

※1 

指標② 北広島団地地区における 

バス総合満足度 

17.9％
（20.4％）※2 
(平成29年度) 

30.0％ 

（↑向上） 
30.6％ ※3 

指標③ バスとJRや地下鉄等と

の乗継に関する満足度 

16.6％ 
（19.0％）※4 
(平成29年度) 

25.0％ 

（↑向上） 
24.3％ ※3 

指標④ バスの終発時刻に関する

満足度 

12.7％ 
（20.2％）※4 
(平成29年度) 

20.0％ 

（↑向上） 
24.7％ ※3 

指標⑤ 北広島駅のＪＲ-バス間

のアクセス状況 

84.0％ 

(平成29年度) 

95.0％ 

（↑向上） 
97.5％ ※5 

指標⑥ 市内におけるバス路線の

利用者数 

5,234人/日 

(平成29年度) 

5,234人/日 

（→維持） 

4,037人/日

※6 

指標⑦ 利便性の高い公共交通の

充実の満足度 

50.0％ 

(平成26年度) 

75.0％ 

（↑向上） 

47.7※7 

(平成30年度) 

※ 1 令和3年度北海道中央バス㈱による算出 

※ 2 平成29年度住民アンケート調査結果（満足、やや満足の合算値）のうち    

バスを利用すると回答された北広島団地地区の方に限定した結果（実績値

と同じ比較対象） 

※ 3 令和3年度公共交通市民意識調査結果（満足、やや満足の合算値） 

※ 4 平成29年度住民アンケート調査結果（満足、やや満足の合算値）のうち    

バスを利用すると回答された北広島団地地区及び東部地区の方に限定し

た結果（実績値と同じ比較対象） 

※ 5 現在のJR及びバス路線の運行時刻表から、5～15分以内に乗継可能な便  

数割合を算出 

※ 6 令和4年4月14日分の、ICカード利用データ(北海道中央バス㈱)及び 

 OD表データ(ジェイ・アール北海道バス㈱)から算出 

   （市内を通る全バス路線(高速バスを除く。)のうち、市内の停留所で乗車

した人数を抽出。また、ICカードデータは、カード利用率88％(0.88)

で除して、全体乗車数を積算） 

※ 7  直近の市民意識調査数値を掲載（満足、やや満足、普通の合算値） 

   （総合計画の策定に係る意識調査のため、次回は令和 6 年度頃の実施予

定） 

 


